
　

平
成
30
年
７

月
に
公
開
さ
れ
た
「
高
等
学
校
学
習
指

導
要
領
解
説  

国
語
編
」（
以
下
、「
解
説
」
と
表
記
）

は
、
現
行
課
程
の
も
の
よ
り
３

倍
以
上
の
分
量
に
な
っ

て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
そ
の
「
解
説
」
の
中
か
ら
特

記
事
項
を
抽
出
す
る
形
で
学
習
指
導
要
領
の
補
足
的
説

明
を
行
い
、
よ
り
学
習
指
導
要
領
が
理
解
し
や
す
く
な

る
こ
と
を
企
図
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

１
．
総
説

　

国
語
で
は
必
修
科
目
・
選
択
科
目
と
も
に
大
規
模
な

科
目
構
成
の
改
編
が
行
わ
れ
ま
す
（
図
１
）。
現
行
制

度
を
基
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
考
え
る
際
、
特
に
、
以
下

の
点
で
悩
む
こ
と
が
多
そ
う
で
す
。

〇
必
履
修
科
目
が
二
つ
に
分
か
れ
る
が
、「
現
代
文
編
」

「
古
典
編
」
の
よ
う
な
分
け
方
で
な
い
の
で
、
指
導

教
員
や
授
業
時
数
の
割
り
振
り
に
迷
う
。

　
　
高
等
学
校
新
学
習
指
導
要
領
解
説
の
公
表
を
受
け
て
―
国
語

国語総合
⑷

国語表現
⑶

現代文Ａ
⑵

現代文B
⑷

古典Ａ
⑵

古典B
⑷

現行

現代の国語
⑵

言語文化
⑵

論理国語
⑷

文学国語
⑷

国語表現
⑷

古典探究
⑷

改訂

・太枠は必修科目
・（　）内は標準単位数

図１　科目構成の変更

現行（国語総合）
１目標
２内容
　　話すこと・聞くこと
　　書くこと
　　読むこと
　　〔伝統的な言語文化と
　　 国語の特質に関する事項〕
３内容の取扱い

改訂
１目標
２内容
　　〔知識及び技能〕
　　〔思考力、判断力、表現力等〕
　　　　話すこと・聞くこと
　　　　書くこと
　　　　読むこと
３内容の取扱い

図２　各科目の本文構成の変更　「資質・能力の三つの柱」は、育成すべき資質・
能力として「①知識及び技能」「②思考力、判断力、表現力」「③学びに向かう力、
人間性等」を挙げる考え方。各科目で学習される「内容」は、このうち①・②に
沿った形で示される。「内容」以下、各科目に対応する学習領域は図３参照。
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扱
い
」
の
一
部
で
す
が
、
他
の
科
目
、
他
の
領
域
に
お

い
て
も
同
様
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
教

材
で
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
も
「
読
む
こ

と
」
の
指
導
も
両
方
行
う
、
と
い
う
こ
と
は
想
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

第
２
章　

国
語
科
の
各
科
目
／
第
１
節　

現
代
の
国

語
／
４　

内
容
の
取
扱
い

⑴
ア

　
「
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
関
す
る
指
導
に

は
、
20
〜
30
単
位
時
間
程
度
を
配
当
す
る
も
の
と
し

て
い
る
。
こ
の
配
当
時
間
は
「
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く

こ
と
」
に
関
す
る
内
容
を
指
導
す
る
た
め
に
要
す
る

時
間
を
基
礎
と
し
て
定
め
た
も
の
で
あ
り
、「
Ｂ
書

く
こ
と
」
及
び
「
Ｃ
読
む
こ
と
」
に
関
す
る
指
導
と

は
区
別
し
て
計
画
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
…
…

「
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
関
す
る
指
導
を
、

科
目
全
体
の
計
画
の
ど
の
位
置
に
、
ど
の
よ
う
に
設

定
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
単
元
を
設
定
し
て
あ
る
時

期
に
ま
と
め
て
行
う
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、

生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
各
学
校
で
適
切
に
定
め
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、〔
知
識
及
び
技
能
〕、

「
Ｂ
書
く
こ
と
」
及
び
「
Ｃ
読
む
こ
と
」
の
指
導
と

の
関
連
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

 

〈「
解
説
」
104
ペ
ー
ジ
〉

〇
選
択
科
目
の
標
準
単
位
数
が
す
べ
て
四
単
位
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
「
現
代
文
Ａ
」「
古
典
Ａ
」「
国
語
表
現
」

を
履
修
し
て
い
た
学
校
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に

迷
う
。

〇
こ
れ
ま
で
「
現
代
文
Ｂ
」
を
履
修
し
て
い
た
学
校
で

も
、
二
・
三
年
生
で
の
国
語
の
単
位
数
に
よ
っ
て
は

「
論
理
国
語
」「
文
学
国
語
」
の
ど
ち
ら
か
を
履
修
で

き
な
い
。
例
え
ば
、「
文
学
国
語
」
が
履
修
で
き
な

け
れ
ば
、
小
説
を
扱
う
授
業
時
数
が
極
端
に
減
る
。

　

各
科
目
の
学
習
指
導
要
領
本
文
に
お
い
て
は
、
文
部

科
学
省
の
提
唱
す
る
「
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
」
に

沿
う
形
で
、
本
文
構
成
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

２
）。
そ
し
て
「
解
説
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
強
く
意
識
す
る

よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
〈「
解
説
」
３

ペ
ー
ジ
〉。
国
語

科
で
特
徴
的
な
点
と
し
て
は
、
教
材
へ
の
依
存
度
の
高

さ
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
〈「
解
説
」
６

ペ
ー
ジ
〉、
こ
れ

ま
で
「
筆
者
の
考
え
」
の
読
み
取
り
を
重
視
し
が
ち
だ

っ
た
点
を
改
め
て
、「
考
え
の
形
成
」
と
探
究
的
な
学

び
を
重
視
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
〈「
解
説
」
12

ペ
ー
ジ
〉。

　
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ

と
」
の
三
領
域
の
指
導
に
つ
い
て
は
、（
図
４
）
の
よ

う
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
細
か
く
配
当
時
間
の
目
安
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。「
解
説
」
で
は
、
各
領
域
を
区
別
し

て
計
画
的
に
指
導
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
例
と
し
て
次
の
枠
内
に
引
用
し
た
の
は
「
現
代
の

国
語
」
の
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
「
内
容
の
取

科目 話聞 書 読
現代の国語 ○ ○ ○
言語文化 ○ ○
論理国語 ○ ○
文学国語 ○ ○
国語表現 ○ ○
古典探究 ○

話聞…話すこと・聞くこと
書…書くこと
読…読むこと

図３　学習領域の対応表

図４　配当時数の目安

改
訂

科目 話すこと・
聞くこと 書くこと 読むこと 総時数

現代の国語 20～30 30～40 10～20 70

言語文化 ５～10 40～45（古典）
20（近代以降） 70

論理国語 50～60 80～90 140
文学国語 30～40 100～110 140
国語表現 40～50 90～100 140

現
行

科目 話すこと・
聞くこと 書くこと 読むこと 総時数

国語総合 15～25 30～40 ― 140
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が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
と
し
て
は
「
近
代
以
降
の
文

学
的
な
文
章
」
を
扱
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
「
翻
訳
の
文
章
、
古
典
に
お
け
る
文
学

的
な
文
章
、
近
代
以
降
の
文
語
文
、
演
劇
や
映
画
の
作

品
及
び
文
学
な
ど
に
つ
い
て
の
評
論
文
な
ど
」
を
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
．
国
語
表
現

　

現
行
の
「
国
語
表
現
」
の
後
継
と
な
る
、
四
単
位
の

選
択
科
目
で
す
が
、「
実
社
会
に
必
要
な
知
識
」
と
い

う
観
点
か
ら
、
指
導
事
項
や
言
語
活
動
例
に
手
が
加
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
言
語
活
動
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
「
異
な
る
世
代
の
人
や
初
対
面
の
人
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」「
実
務
的
な
手
紙
や
電
子
メ
ー
ル
を

書
く
」
と
い
っ
た
活
動
は
、「
実
社
会
に
必
要
な
知
識
」

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

７
．
古
典
探
究

　

伝
統
と
文
化
の
基
盤
と
し
て
の
古
典
の
重
要
性
を
理

解
し
、
古
典
の
意
義
や
価
値
に
つ
い
て
探
求
す
る
、
四

単
位
の
選
択
科
目
で
す
。
お
お
む
ね
現
行
の
「
古
典

Ｂ
」
を
受
け
た
内
容
で
す
が
、「
読
む
こ
と
」
の
言
語

活
動
例
と
し
て
往
来
物
を
読
む
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
点

が
目
を
引
き
ま
す
。 

（
数
研
出
版
編
集
部
）

　

一
方
、
近
代
以
降
の
文
章
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
我

が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
指
導
を
工

夫
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
伝
統
文

化
や
古
典
と
の
関
連
が
な
い
現
代
小
説
は
「
読
む
こ

と
」
の
教
材
と
し
て
収
録
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
．
論
理
国
語

　

論
理
的
に
読
ん
だ
り
、
批
判
的
に
書
い
た
り
す
る
力

を
養
う
、
四
単
位
の
選
択
科
目
で
す
。

　
「
書
く
こ
と
」
の
学
習
領
域
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
る
活
動
が
想
定
さ
れ

て
お
り
、
言
語
活
動
例
と
し
て
短
い
論
文
を
ま
と
め
て

批
評
し
合
う
活
動
が
例
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
と
し
て
は
「
近
代
以
降
の
論

理
的
な
文
章
及
び
現
代
の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る

実
用
的
な
文
章
」
を
扱
う
も
の
と
さ
れ
、「
現
代
の
国

語
」
を
受
け
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
「
近
代
以
降
の
文
章
の
変
遷
」
を
扱
っ
た
り
、

「
翻
訳
の
文
章
や
古
典
に
お
け
る
論
理
的
な
文
章
」
を

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
．
文
学
国
語

　

感
性
や
情
緒
を
育
成
す
る
た
め
、
深
く
共
感
し
た
り
、

豊
か
に
想
像
し
た
り
し
て
、
書
い
た
り
読
ん
だ
り
す
る

力
を
養
う
、
四
単
位
の
選
択
科
目
で
す
。「
書
く
こ
と
」

の
指
導
事
項
と
し
て
「
文
学
的
な
文
章
を
書
く
」
こ
と

２
．
現
代
の
国
語

　

実
社
会
に
お
け
る
基
礎
的
な
言
語
運
用
能
力
を
養
う
、

二
単
位
の
必
修
科
目
で
す
。（
図
４
）
に
示
し
た
と
お

り
、
大
半
の
時
間
を
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書

く
こ
と
」
の
指
導
に
充
て
る
こ
と
に
な
り
、
現
行
版
の

国
語
総
合
よ
り
は
国
語
表
現
に
近
い
印
象
の
科
目
で
す
。

　
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
と
し
て
は
、「
現
代
の
社
会
生

活
に
必
要
と
さ
れ
る
論
理
的
な
文
章
及
び
実
用
的
な
文

章
」
を
扱
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う

「
現
代
の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
」
と
い
う
言
葉

に
は
、
高
校
卒
業
後
に
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
に
出
て
役
立
つ

よ
う
な
、
と
い
う
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

言
語
活
動
例
と
し
て
「
異
な
る
形
式
で
書
か
れ
た
複
数

の
文
章
や
、
図
表
等
を
伴
う
文
章
」
を
読
む
こ
と
も
挙

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
教
材
と
し
て
は
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
に
出
題
さ
れ
る
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の

文
章
も
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
．
言
語
文
化

　

上
代
か
ら
現
代
ま
で
の
日
本
語
に
ま
つ
わ
る
文
化
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
、
二
単
位
の
必
修
科
目
で
す
。

「
読
む
こ
と
」
の
教
材
と
し
て
は
、「
古
典
」
及
び
「
近

代
以
降
の
文
章
」
を
扱
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
典
教
材
に
関
し
て
は
、「
日
本
漢
文
」「
近
代
以
降

の
文
語
文
」「
近
代
以
降
の
漢
詩
文
」
な
ど
も
含
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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高等学校の各学科に共通する教科・科目等及び標準単位数

教科 科　目 標準
単位数

必履修
科目

国語

現代の国語
言語文化
論理国語
文学国語
国語表現
古典探究

2
2
4
4
4
4

○
○

地理
歴史

地理総合
地理探究
歴史総合
日本史探究
世界史探究

2
3
2
3
3

○

○

公民
公共
倫理
政治・経済

2
2
2

○

数学

数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学 A
数学 B
数学 C

3
4
3
2
2
2

○ 2単位まで減可

理科

科学と人間生活
物理基礎
物理
化学基礎
化学
生物基礎
生物
地学基礎
地学

2
2
4
2
4
2
4
2
4

「科学と人
間生活」を
含む 2科目

又は
基礎を付した
科目を 3科目

保健
体育

体育
保健

7～ 8
2

○
○

芸術

音楽Ⅰ
音楽Ⅱ
音楽Ⅲ
美術Ⅰ
美術Ⅱ
美術Ⅲ
工芸Ⅰ
工芸Ⅱ
工芸Ⅲ
書道Ⅰ
書道Ⅱ
書道Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

○

外国語

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ
論理・表現Ⅰ
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

3
4
4
2
2
2

○ 2単位まで減可

家庭
家庭基礎
家庭総合

2
4 ○

情報 情報Ⅰ
情報Ⅱ

2
2

○

理数
理数探究基礎
理数探究

1
2～ 5

総合的な探究の時間 3～ 6 ○ 2単位まで減可

教科 科　目 標準
単位数

必履修
科目

国語

国語総合
国語表現
現代文 A
現代文 B
古典 A
古典 B

4
3
2
4
2
4

○ 2単位まで減可

地理
歴史

世界史 A
世界史 B
日本史 A
日本史 B
地理 A
地理 B

2
4
2
4
2
4

○

○

公民
現代社会
倫理
政治・経済

2
2
2

「現代社会」又は
「倫理」・「政治・
経済」

数学

数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学 A
数学 B
数学活用

3
4
5
2
2
2

○ 2単位まで減可

理科

科学と人間生活
物理基礎
物理
化学基礎
化学
生物基礎
生物
地学基礎
地学
理科課題研究

2
2
4
2
4
2
4
2
4
1

「科学と人
間生活」を
含む 2科目

又は
基礎を付した
科目を 3科目

保健
体育

体育
保健

7～ 8
2

○
○

芸術

音楽Ⅰ
音楽Ⅱ
音楽Ⅲ
美術Ⅰ
美術Ⅱ
美術Ⅲ
工芸Ⅰ
工芸Ⅱ
工芸Ⅲ
書道Ⅰ
書道Ⅱ
書道Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

○

外国語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ
英語表現Ⅰ
英語表現Ⅱ
英語会話

2
3
4
4
2
4
2

○ 2単位まで減可

家庭
家庭基礎
家庭総合
生活デザイン

2
4
4

○

情報

社会と情報
情報の科学

2
2

○

総合的な学習の時間 3～ 6 ○ 2単位まで減可

〔　改　 　訂　〕 〔　現　 　行　〕

1

5


